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（２）具体的方策（仕掛け）の概要  
仕掛４ ３６５日魅力的な着地プログラムの提供 
・各地域・各まちの着地プログラム〔着地型観光、グリーンツーリズム、エコツーリズム等〕の情

報を「北陸」でまとめて発信し、365 日楽しめる北陸をＰＲする。 

・北陸を訪れた旅行者に、着地プログラムを体験してもらうことにより、地域の人と触れ合う機会

を増やし、地域の人が訪れた人に対して魅力を伝えることで満足度を高める。（人に感動し、リ

ピーターになってもらう） 

 ・北陸全体で取組みをまとめることにより、いつ行っても楽しめる地域であることをＰＲするとと

もに、北陸圏内の各地域の取組みを誘発し、着地プログラムの充実化を図る。 

 

 発信例 

 

 

 

 

 

関連⇒「仕掛１ 北陸観光ポータルサイト」のメインコンテンツの一つとして、プログラム内容、

ボランティアガイドの紹介、お客さんの感想などを発信、予約なども可能にする。 

 関連⇒「仕掛５ 北陸ツーリズム研究会」において、満足度の向上、取組みの推進を図る。 

 関連⇒「仕掛７ 観光案内の連携・機能強化」において、旅行者に紹介できる仕組みをつくる。  
【名称統一によるＰＲイメージ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北陸博 
（名称統一） 

北陸まち博 高岡まち博・金沢まち博・三国まち博・・・

北陸温泉博 宇奈月温泉博・加賀四湯博・あわら温泉博・・・

北陸田舎博 ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ・ﾌﾞﾙｰﾂｰﾘｽﾞﾑ・・・ 

北陸自然博 雪の大谷・エコツアー・・・ 

北陸まち博 

かなざわ・まち博     三国まち博 

北陸温泉博 
加賀四湯博      あわら温泉博 

北陸田舎博  
五箇山農業博     越前ロハス博 

北陸自然博 
立山エコ博     三方五湖エコ博 
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【九州観光推進機構の事例 九州さるく】  
・ボランティアガイドと歩く! 新・九州観光として各地の着地プログラムを集めてホームページやパ

ンフレットで発信している。 

・“さるく”は、観光ボランティアガイドによる着地型観光で成功した“長崎さるく”の言葉を使い、

分かりやすい発信となっている。 

・予約不要なコース〔定時ツアー〕も多く、ぶらりと参加し、地域の人と触れあい、いろいろなこと

を学習できる魅力がある。 
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仕掛５ 北陸観光まちづくりの推進 
・観光まちづくりを実践する地域のキーマンと、観光産業のキーマン、専門家がネットワークをつく

り、新たな観光スタイルを推進する北陸ツーリズム研究会（仮称）を開催する。 

・研究会では、観光まちづくりの相互学習を通じ、着地プログラムと観光産業の連携強化、観光に関

する実践的研究や先行的なニーズの把握等を行い、北陸の観光まちづくりを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

①観光まちづくりの相互学習 

  ・ワーキングでは七尾、城端、三国の観光まちづくり視察を行い、各委員から参考になったとい

う声が数多く寄せられらとともに、各地での次の取組みを誘発する機会にもなった。 

 ・北陸各地の事例や、全国の成功事例を相互学習し、各地域・各まちにおける地域資源の活用方

法に対し継続的な学習を重ねることにより、各地の取組みを推進する。 

  ・また、今後取組みを始める地域のキーマンにも参加を促すことにより、人材の育成を図る。 

 

②着地プログラムと観光産業の連携強化 

  ・既に大手旅行エージェントが、着地型観光のプログラムを組み込む旅行商品開発や、全国の着

地型観光を予約・販売する窓口・サイトの開設などを行っている。北陸において観光産業と着

地型プログラムが上手に連携し旅行者の満足度を高めていくためには、まずは双方のキーマン

が顔見知りになり、意見交換、情報交換をすることから始める必要がある。 

  ・地域における人的ネットワークを基に、様々な連携、滞在プログラムなどの創出を進める。 

 

③観光に関する実践的研究・先行ニーズの把握 

  ・相互学習は単に情報を仕入れるだけの場ではなく、北陸における観光のあり方の検討や、各地

の具体的な事業の検討を行うことができる実践的な場を目指す。 

    ・また長期滞在や、二地域居住など先行的なニーズに対する実験的な事業（パイロット事業）を

実施し、新しい観光ニーズへの対応についても研究を進める。 
 

  

北陸ツーリズム

研究会(仮称) 

地元キーマン 

専 門 家 観光産業の 
キーマン 

①観光まちづくりの相互学習 

②着地プログラムと観光産業の連携強化 

③観光に関する実践的研究・先行ニーズの把握 


